




現在、筆 者は華厳思想の要約 とも言 える 〈普賢行願讃〉 と、その先行経典




細な研究 を発表 されている。 しか し、現時点では静谷氏の抄訳を除 き、訓読や
現代語訳 は発表 されていない。そこで筆者は、本稿で 『舎利弗悔過経』の試訳
を行い、『三曼陀跋陀羅菩薩経』や 〈普賢行願讃〉研究への掛 け橋 としたい。
A.研 究姿勢
和訳 と語註 を中心 とする。『舎利弗悔過経』には漢訳 しか現存せず、『大正
蔵』(T.24,pp.1090-1091)を 定本 とし原文 をつけた。その原文 は、諸版校
合によるテキス ト作成を意図したものではな く、筆者の読解 を示す ものにすぎ
ない。 よって、そこでは新たに句読点を打ち直し、括弧記号等を挿入 した。原
文中の句読点は、①,(文 中の切れ 目)② 、(並 列表現)③ 。(文 の終わ り)の
意味で用いる。原文中の括弧記号は、①"～"②`～'③"～ 。の順序で挿入
する。そして、それに対応する和訳では、① 「～」② 『～』③ 【～】 とした。
また、原文中の固有名詞 には点線を引いた。原文は内容から分け、通 し番号を







参照 した。 しかし 『舎利弗悔過経』に関 しては、 どの諸版 も大きく変わる所が
な く、理解困難 な箇所はそのまま残 った。その際、他経の諸例を語註で示し、
それを元に和訳 を試みた。使用する諸経に現代語訳があれば、その訳をお借 り
し、その出所を記載 した。『舎利弗悔過経』には異訳 として、『大乗三聚 懺悔
経』『菩薩蔵経』およびそのチベ ッ ト訳が存在する。しかしそれら諸経は 『舎
利弗悔過経』 より後代の ものであ り、筆者は 『舎利弗悔過経』の翻訳時期 とほ
ぼ同時代の諸経 を優先 した。その中で、『舎利弗悔過経』 と密接な関係のある
『三曼陀跋陀羅菩薩経』を特 に参照した。 また、語註では 『漢語大詞典』(漢
語大詞典 出版社1992年 中国上海 以下HD.)を 使用 し、経中の意味が どの
時代の文献 に登場するかを確認 した。『舎利弗悔過経』は古訳であ り、筆者の
力量では和訳 に不安の残 る箇所が多 くある。諸賢の御指導を賜わ りたい。
B.翻 訳時期について
『舎利弗悔過経』は、『出三蔵記集』(A.D.502-515)な どの古経録では竺
法護i訳、『大唐内典録』(A.D.664)な ど七世紀前後の経録で は安世高訳 とな
　　
っている。 これに関して、音写語や文体の面か ら竺法護訳 と論証することは困
難である。一方、音写語の面か ら親近性のある訳者は支婁迦讖であるが、それ
を支持する経録は存在 しない。また内容の面からは、 この経 には六波羅蜜を筆
頭に大乗思想が説かれ、小乗経典の翻訳 に従事した安世高 は訳者 として除外 さ
れるだろう。 このように、筆者は経録の支持する訳者に多少の疑問をもってい











③ 「至」が 「乃至(Skt.y穽at)」 の意味で使用される。cf.註 ㈱
④ 「所可」 が 「所」の意味で使用 される。cf.註(36)
⑤ 「持」「持用」が 「bymeansof」 の意味で使用される。cf.註 ㈲
これ らの語法は、仏典では古訳に見られる。
以上、i経録や語彙語法の面か ら私見を述べたが、『舎利弗悔過経』は非常 に
小部 な経典であ り、訳者を検討 し直すには情報量があまりに少ない。よって、





礼拝を行 う」 といった点で共通する。経中では 「①懺悔②随喜③勧請④福徳の
布施」 とい った各項目の前で、 この定型句が説かれ、それは内容の切れ目とし
ての意味 も有 している。 これ ら四つの項 目中、最後の 「④福徳の布施」では
「廻向」 という語は使用されないものの、思想 としては 「廻向」が説かれる。
cf.註(33)つ まり 『舎利弗悔過経』は、三品(懺 悔 ・随喜 ・勧請)に 「廻向」が
加わ り、四品への発展経緯を示す経典 と理解で きる。 ここで注意すべき点は、
これ ら四品が在家信者によって説かれる点である。 この経典 は在家信者の独白
部分(通 し番号C,F,G,J)が もととなり、その前後に仏や舎利弗 を配 して
経典の体裁を作 り上げた感さえある。またその際の名残 としてか、通 し番号E
　ヨ
か らFへ の 展 開 の 仕 方 や 、 突 飛 な経 典 の 終 わ り方 や 、 経 名 は 『舎 利 弗悔 過 経 』
とあ る が 、 舎 利 弗 は懺 悔 を行 わ な い 点 な ど、 経 典 と して の 未 整 備 さ が 目に つ く。
ま た、 経 典 中 で 「音 写 語 一語 釈 」 を 列 挙 す る点 な ど、 翻 訳 段 階 で の付 加 を伺 わ
せ る点 も指 摘 で き る。cf.註(42)し か し、 これ らは筆 者 の 推 測 に す ぎず 、 ま た経
注3通 し番号K.を 参照。 『舎利弗悔 過経』 は、最終的に経典の記憶 と読誦 を奨励 した後、
経典 としての体裁を伴わず唐突に終 わ る。推測ではあるが、『舎利 弗悔過経』は記憶
や読誦 に程 よい分量であ り、読誦経典 としての性格 を有 しているのではないか。 また、
説かれ る内容(懺 悔 ・随喜 ・勧請 ・廻 向)か らして、 この経典の 目的は、仏教徒の身






まった三品(四 品)儀 礼 を説 く最初期の記述の一つである。他の古訳には名称
として 「三品」が現われるが、『舎利弗悔過経』ほどまとまった説明 は現われ
ない。
以上のように 『舎利弗悔過経』は、大乗特有の三品(四 品)儀 礼を理解する
際、現時点ではまず参照すべき経典である。
D.『 舎利弗悔過経』の成立時期
① 『舎利弗悔過経』に説かれる修行階位は、四向四果に辟支佛を付 けた もので
　 ら
ある。 これは 「不退転」が説かれないという点で、『阿弥陀三耶三仏薩楼仏




② この経の成立時期を論 じた代表的な研究者 として、静谷正雄氏がお られる。
静谷氏 は関連諸経 との思想比較 によって、『舎利弗悔過経』 は 〈小品般若
経〉以前の成立 とされる。しか し、筆者 は、静谷氏 の 『舎利弗悔過経』成立
　　
時 期 を め ぐる一 姿 勢(『 舎利 弗 悔 過 経 』 に は 厂廻 向 」 の 思 想 は 現 わ れ な い)
に は、賛 成 で きな い 。 こ こで詳 細 は論 じ な い が 、 『舎 利 弗 悔 過 経 』 と 〈小 品
般 若 経 〉 の 「廻 向」 に は、 少 な か らず類 似 点 が 見 られ る。 筆 者 は稿 を改 め、
この点 に つ い て指 摘 した く考 え て い る。
③ 『三 曼 陀 跋 陀羅 菩 薩 経 』 と 『舎 利 弗 悔 過 経 』 は密接 な 関 係 に あ る。 『三 曼 陀
跋 陀羅 菩 薩 経 』 は 『舎 利 弗悔 過 経 』 の枠 組 み を踏 襲 しつ つ 、 阿 弥 陀 仏 や普 賢
菩 薩行 や 法 身 を説 く。 そ れ に対 し 『舎 利 弗 悔 過経 』 で は、 一 切 そ れ らが説 か
れ ない 。
注4『 舎利弗悔過経』 より思想的に発展 した 『三曼陀跋陀羅菩薩経』(T.14,pp.666-668)
にも、在家信者の独白による三品(四 品)の 説 明がある。
注5通 し番号D.を 参照。『舎利弗悔過経』 には、六波羅蜜を筆頭 に大乗思想 が説かれるが、
必ず し も大乗経典 と言い切れない面が ある。 ここがその顕著な例 で、少乗 の修行階位
が尊重 され、目標 にさえなってい る。





④ 「C.『 舎利弗悔過経』の位置」で述べたように、経典 としての未整備 さが
目立つ。
⑤ 「三品(四 品)」 「廻 向」 という言葉 を使用せず、「三品(四 品)」 「廻 向」の
内容が説かれる。つまり 『舎利弗悔過経』は、「三品(四 品)」 「廻向」が名
称化 される以前の状態 を保存している。
これらのことを踏 まえると 『舎利弗悔過経』は、大乗経典の中ではきわめて
古層に属 する。 しか し 『舎利弗悔過経』は非常に小部な経典であ り、漢訳 しか
現存 しないことを考慮すると、判断材料が乏しく、筆者には明確な成立時期を























仏言:"若 有善男子、善女人欲求阿羅漢道者,欲 求辟支仏道者,欲 求仏道者,











知仏時,不 知法時,不 知比丘僧時,不 知善悪時,若 身有犯過,若 口犯過,若 心
犯過,若 意犯過。若意欲害仏,嫉 悪経道,若 闘比丘僧,若 殺阿羅漢,若 自殺父
母。若犯身三、口四、意三。自殺生,教 人殺生,見 人殺生代其喜。身 自行盗,
教人行盗,見 人行盗代其喜。身自欺人,教 人欺人,見 人欺人代其喜。身 自両舌,
教人両舌,見 人両舌代其喜。身自罵詈,教 人罵詈,見 人罵詈代其喜。身 自妄言,
教人妄言,見 人妄言代其喜。身 自嫉妬,教 人嫉妬,見 人嫉妬代其喜。身 自貪診,
教人貪診,見 人貪軫代其喜。身 自不信,教 人不信,見 人不信代其喜。身不信作
善得善,作 悪得悪,見 人作悪代其喜。身自盗仏寺中神物,若 比丘僧財物,教 人
行盗,見 人行盗代其喜。身自軽称、小蚪、短尺欺人,以 重称、大_,、 長尺侵人,
見人侵人代其喜。身自故賊,教 人故賊,見 人故賊代其喜。身自悪逆,教 人悪逆,
見人悪逆代其喜。身諸所更以来,生 五処者。在泥犂中時,在 禽獣中時,在 薜茘









『私達 は、過去世 に、[つ まり]数 え切れない劫 よりこのかた、犯 した罪が
あります。今世 にいたっては、愛欲 を犯 し、怒 りを犯 し、無知を犯 しています。





は意で仏 を傷つけ、[仏 の]教 え一(8)を妬み憎 しみ、あるいは出家者のサンガ
を乱 し、 あるいは阿羅漢[と いう聖者]を 殺 し、あるいは自ら父母を殺 しまし
こころ
た。あるいは身体 で三つ、口で四つ、 意で三っ[の 十悪を]犯 しました。自
ら殺生 し、人に殺生させ、人が殺生するのを見て、我がことのように喜びまし
た。自ら一(9)盗みを行い、人に盗みを行わせ、人が盗みを行うのを見て、我が
ことの ように喜びました。 自ら人を欺 き、人に人を欺かせ、人が人を欺 くのを
見て、我が ことのように喜びました。自ら二枚舌で、人を二枚舌にさせ、人が
二枚舌であるのを見て、我がことのように喜びました。自ら罵 り、人 に罵 らせ、




自ら[仏 の教えを]信 じず、人に[仏 の教 えを]信 じさせず、人が[仏 の教え
を]信 じないのを見て、我が ことのように喜びました。自ら善[因]を 作れば







さしで人 を騙 し、人が人 を騙すのを見て、我がことのように喜びました。一⑬
自ら故意に一q儼 となり、人に故意に賊 とならせ、人が故意に賊 となるのを見
て、我がことのように喜びました。 自ら憎み逆 らい、人 に憎み逆 らわせ、人が
憎み逆らうのを見て、我が ことのように喜びました。 一(15)。この身が生 じて一
⑯以来、五道一(17)に生まれてきました。地獄にいた時や、動物[の 世界]に い
た時や、飢 えた者[の 世界]に いた時や、人[の 世界]に いた時、[つ まり私
達が]こ の五道の中に生 まれた時に、犯 した罪[が あ ります]。 父母に孝行 し
ませんで した。師に孝行 しませんでした。良 き指導者 を尊敬 しませんでした。
優れた修行者 を尊敬しませんでした。高徳の出家者 を尊敬 しませんでした。父
母を軽んじました。師匠を軽んじました。阿羅漢道 を求める者 を軽んじました。
辟支仏道 を求 める者を軽んじました。あるいは、彼らをそしった り、妬んだり
しました。仏道を見て、正 しい道ではないと言いました。誤 った道を見て、正
しい道 と言いました。正 しい ものを見て、正 しくないと言いました。正 しくな
いものを見て、正しいと言いました。私達は多 くの罪を犯 しました。十方の諸
仏 に一(18)願い、哀れみを求め、懺悔 します。【どうか この世で、私達が これ ら
の罪 を犯 しませんように一⑲。 どうか次の世で、私達がこれ らの害を受けませ
んように】【なぜ十方の諸仏 に哀れみを求めるのか?】[と 言えば]仏 は見通す
こと一⑳や、聞き知ること一(20)ができるからです。仏の前では、正直にならざ
るをえません。私達は決して犯 した罪を隠しごと一⑳ しません。今後再び、決
して[罪 をコ犯 しません』 と」
D(T.24,p.1090.b,17‐29)
仏語舎利弗:"若 有善男子、善女人,意 不欲入泥犂、禽獣、薜茘中者,諸 所作
過皆当悔過之,不 当覆蔵。受戒以後,不 当復作悪。不欲生辺地、無仏処、無経
処、無比丘僧処、無義理処、善悪処者,皆 当悔過,不 当覆蔵。意不欲愚痴、聾、
盲、瘡痙,不 欲生屠,生 漁猟、獄吏,更 生貧家,皆 当悔過,不 当覆蔵。女人欲
求男子者,皆 当悔過。欲得須陀沍道不復入泥犂、薜茘中者,皆 当悔過。欲得斯
陀含道上天作人,欲 得阿那含道上二十四天,欲 得阿羅漢泥疸去者,欲 於世間得






た者[の 世界]一 働に赴 くことを意 に望 まない者 は、作った罪すべてを懺悔 し
て、隠 しごとしてはいけません。戒 を受け、その後再び罪を作ってはいけませ
ん。辺地 や、仏のいない場所や、〔仏の〕教 え一㈱のない場所や、出家者のサ
ンガのない場所や、道理のない場所や、善 も悪もある場所に生 まれた くない者
は、すべてを懺悔 して、隠しごとしてはいけません。愚かさや、聴覚障害や、
こころ
視覚障害や、発音障害 を意に望 まない者、屠殺人や、猟師や、看守に生 まれた
り、貧 しい家に生 まれ変わること一⑳を望まない者は、すべてを懺悔 して、隠
しごとしてはいけません。男性になることを望む女性は、すべてを懺悔すべき
です。須陀滬[と いう聖者]の 境地一(25)に達 して、もはや地獄や飢えた者[の
世界]に 赴 きた くない者は、すべてを懺悔すべきです。斯陀含[と いう聖者]
の境地一(25)に達 して、天に上 り人 となることを望む者や、阿那含[と い う聖
者]の 境地一㈱ に達して、二十四天一㈱に上 ることを望む者や、阿羅漢[と い
う聖者]と なって涅槃に入ることを望む者や、この世で阿羅漢[と いう聖者]










現在諸仏 に礼拝すべ きです。十方の諸仏誰 もが、かたよりな く世の人、[つ ま
り]太 陽や月が照らす人々に教えを巡 らし一(27)、善を行わせ ます。仏は教えの




十三天の上で勢力があり、安 らかさ一(29)をもった[神 々を]生 み出します。仏











支仏泥沍道。某等皆勧楽,使 作善,助 其歓喜。諸過去菩薩未成仏者奉行"六 波
羅蜜。黙所作善"。 行 爪檀波羅蜜""布 施",行"尸 波羅蜜"爪 不犯道禁。,行"孱
提波羅蜜""忍 辱。,行"精 進波羅蜜""精 進",行 黙禅波羅蜜、"一 心。,行"般
若波羅蜜寧"智 慧",成 六波羅蜜。諸過去若菩薩奉行六波羅蜜。某等勧楽,助 其
歓喜。諸当来菩薩奉行六波羅蜜者,某 等勧楽,助 其歓喜。今現在菩薩奉行六波




うごめ く虫類一㈱の行為には、良いことも悪いこともあ ります。布施する者 も
います し、あるいは、[仏]道 を保 って励み一⑳、教えに基づ く戒一(32)を破 ら
ない者 もいますし、あるいは、慈 しみの心で人々のことを心に念 じる者 もいま
す し、あるいは、量 りしれない善 を作る者 もいますし、あるいは、菩薩や出家
者のサンガに施す一(33)者もいますし、普通の者や貧 しい者、あるいは、下 は動
物にまで施 しをして慈 しむ者がいます。私達は彼 らに善 を作るよう鼓舞 して一
Gの、[善 を作 った彼 らの喜びを]我 が ことのように喜びます一㈲。過去仏達が
一10一
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救済した一(36)(37)人々が涅槃 を得れば、私達 は[彼 らの喜びを]我 が ことのよう
に喜びます。未来仏達 は人々に善 を作 らせ、五悪や輪廻の境地一(38)を離れさせ
た り、 はて は阿羅漢[と いう聖者]や 辟支仏[と いう聖者]の 境地に至 らせる
で しょう。私達は[彼 らの喜びを]す べて[我 がことのように喜び ます]。 一
(39)私達 は[彼 らを]鼓 舞して、善を作 らせ、仏のようにさせます一㈲。今、十
方の現在諸仏は常 に一ω[人 々を]救 済しており、人 に布施をさせ、教えに基
づ く戒を犯 させません。人々や飛び跳ね うごめ く虫類 を慈しみ、彼 らすべてを、
地獄や、動物[の 世界]や 、飢えた者[の 世界]や 、愚かさや、貧しさか ら解
放 させ、 はては須陀沍[と いう聖者]や 、斯陀含[と いう聖者]や 、阿那含
[という聖者]や 、阿羅漢[と いう聖者]や 、涅槃の境地に到らせています。
私達 は[彼 ら]す べてを鼓舞 して、善を作 らせ、[善 を作った彼 らの喜びを]
我がことのように喜びます。過去の菩薩達でまだ仏 となっていなかった者が、
【六波羅蜜】つまり 【なすべき善】を大事 に実践 しました。[彼 らは]【檀波羅
蜜】つま り 【布施】を行い、【尸波羅蜜】つまり 【持戒一(42)】を行い、【孱提波
羅蜜】つまり 【忍耐1.を 行い、【精進波羅蜜 一(42)】つまり 【精進】を行い、【禅
波羅蜜】つまり 【精神統一】を行 い、【般若波羅蜜】つまり 【智慧】を行 じて、
六波羅蜜 を完成しました。過去の菩薩達一(43)は六波羅蜜を大切に実践しました。
私達 は[彼 らを]鼓 舞 して、[彼 らの喜びを]我 がことのように喜びました。
六波羅蜜 を大切に実践する未来の菩薩達がいるならば、私達は[彼 らを]鼓 舞
して、[彼 らの喜びを]我 が ことのように喜ぶでしょう。今、六波羅蜜 を大切
に実践す る現在の菩薩達がいるならば、私達は[彼 らを]鼓 舞 して、[彼 らの
喜びを]我 が ことのように喜びます。私達が得た多 くの福徳 を、すべて世の十
方の人々や、父母や、飛び跳ねうごめ く虫類や、二本足の類や、四本足の類や、
多足の類 に布施 します。彼らすべてに仏の福徳を得させ、辟支人一㈲ とさせま
す。[私 達の布施 は]四 大洲一㈲の金や銀や宝物で一㈲布施することより、百








皆令得脱於泥犂、薜茘"'"。 仏語舎利弗:"某 等宿命為菩薩時,某 等当勧楽諸
仏説経。`且 莫般泥滬'。 用是故某等為仏。第一四天王、第二天王釈来下,叉 手,




を地につけ、十方の仏に礼拝 して[次 のように]言 うべ きです。
『どうか私達の話を聞いて ください
。十方の仏はすでに悟 り一(48)を得ている
のに、教えを説いて くれ ません。今、私達は[十 方の仏に]神 々や、人々や、
飛び跳ね うごめく虫類のために教 えを説かせ、[彼 らを]地 獄や、動物[の 世
界]や 、飢えた者[の 世界]や 、愚かさや、貧 しさから解放 し、はては涅槃の
境地 を獲得 させるよう鼓舞 します。私達は、涅槃に入 ろうとしている十方の
方々にお願いして、哀れみを求めます。【どうか、 しばらく涅槃に入 らないで
ください。神々や、人々や、飛び跳ねうごめく虫類にその福徳を獲得 させて く





『どうか、しばらく涅槃に入 らないで ください』 と。 このような理由で、 自
分達 は仏 とな りました。[下 か ら数えて]一 番 目の四天王や、二番目の帝釈天
が降下 し、[神 々は]合 掌 して、礼拝して、哀れみを求めました。『我々神々や
人々を守 り、教えを説いて ください』 と。無数の神々が私に告げました一(49)。
『どうか、 しばらく涅槃に入らないでください』と」
H(T.24,p.1091.a,14‐16)




「この様 に人々は様々であって、それぞれ自分に相当する[果 報]を 得ます。







仏言:"若 有善男子、善女人当昼夜各三稽首,為 十方仏拝言:`願 十方諸仏聴。
某等宿命従無数劫以来,所 作得福。若布施,若 持経道,若 持善意,,為 仏作善,
為経作善,為 比丘僧作善,為 凡人作善,若 為禽獣作善。作悪自得其殃,作 善自
得其福。為悪自悔,持 経戒,不 毀。若受戒,不 与女人通。若勧楽諸仏菩薩万民






の仏 を礼拝 して[次 のように]言 うべきです。
『十方の諸仏 よ、 どうか聞いて ください。私達は、過去世 に、[つ まり]数
え切れない劫 よりこのかた、福徳 を得て きました。布施しました。あるいは、
教 えを保ちました。あるいは、正しい心を保ちました。あるいは、仏に対して
善 を行い ました。[仏 の]教 えに対 して善 を行 いました。あるいは、出家者の
サンガに対 して善を行いました。あるいは、普通の者に対 して善 を行いました。
あるいは、動物に対 して善を行いました。悪を行い自ずから災いを受けたり、
善を行い自ずから福徳 を得 ました。悪 を行い自ずから懺悔 した り、教えに基づ
一13一
仏教学会紀要 第6号
く戒 を保ち破 りませんでした。あるいは、戒 を受け女性 と交わりませんで した。
あるいは・すべての人に善 を作るよう、仏 ・菩薩達を鼓舞 しました。あるいは、
仏達に 【どうか、しばらく涅槃に入 らないで ください】 と鼓舞 しました。私達
は仏道一(5Dを取 り行 い一(52)このかた得た福徳を、すべて集め合わし一(53}、良い
心一㈹をもって、世の十方の人々や、父母や、飛び跳ね うごめく虫類 に施しま
す。すべての者に、その福徳 を得 させます。[福徳が]少 しばか り一(55)あまれ
ば、福徳を自分 自身のものとします。私達は仏道 を行い、仏の教えを実行でき
ますように。救済 されていない者達を、私 はきっと救済 します。[輪 廻から]
逃れていない者達 を、私達はきっと解放 します。私達 は涅槃を得ていない者達
に、きっと涅槃を得 させます一(56)』と」
K(T.24,p.1091.-b,3-11)
仏語金型 弛言:"使 天下男子、女人皆為得阿羅漢、辟支仏,若 有人供養天下阿
羅漢、辟支仏千歳。其福寧多不?"。 舎利弗言:"但 供養一阿羅漢、辟支仏一
日,其 福無量。何況挙天下阿羅漢、辟支仏、千歳乎"。 仏言:"其 供養天下阿











けで も、その福徳は量 りしれません。 まして、世の阿羅漢[と いう聖者]や 、





、昼 と夜 それぞれ三度読む一 日には及び
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ませ ん 。 そ の福 徳 は 、世 の 阿 羅 漢[と い う聖 者]や 、辟 支 仏[と い う聖 者]を
供 養 す る こ と よ り、 百 倍 も千 倍 も万 倍 も億 倍 も優 れ て い ます 」
仏 説 舎 利 弗 悔 過 経
『舎利 弗悔 過経』 註
(1)【当】 ○ 何用悔 之 乎?
「当」 を疑 問文 を強 め る働 き と理 解 した。 この様 な例 として 『大 阿弥 陀 経』(T.
12,p.301.a,6)「 ○不可 得乎?」(一 体到 達 で きないだ ろ うか?)や 、 『三 曼 陀跋陀
羅 菩薩 経 』(T.14,p.666.c.)「 善男 子、善 女人 欲得 無蓋 清浄 者,○ 施行何 等 法,自
致 得 之 乎?」(良 家 の子息 や 、良家 の子 女 が[煩 悩 に]覆 わ れ な い[心 の]清 らか
さを望 ん だな ら、一体 どの様 な教 え を行 えば、 自 らそれ を得 る ことが で き るの で
す か?)が あ る。 『舎利 弗悔 過 経』 で は、 この他 の例 として 「○何 以願 為 得 之?」
(T.24,p.1091.a,17-18)が あ る。
cf.辛 嶋 静志 「『大 阿弥 陀経 』願 文 訳」 『教 化研 究』1171997年p.139上 段
(2)【悔 】 当何 用 ○之乎?
『舎 利 弗悔 過 経』 中 で の 「悔 」や 「悔 過」 は同義 で あ り、双 方 「懺 悔 」 と訳 す。
【懺 】HD.vol.7,p.795,b懺 悔cf.『 華厳 経 』「普 賢行願 品」,『晋 書』「仏 図澄伝」
(A.D.645ca.)
平 川彰 氏 は、上述 の 『晋 書』や 『集韻 』(宋 代 に編 集 された音 韻 書)な どを も と
に 「懺 悔 」 の 「懺 」 に は元 来 「悔 い る」 とい う意 味 が あ り、音 写 語 で は な い と論
じてお られ る。氏 が そ う説 かれ る根 拠 は大 き く二点 に まとめ られ る。(cf.平 川 彰著
作集 第7巻 『浄土 思想 と大乗 戒』 春秋社1990年pp.431-453)
一 点 目 として氏 は
、,/ksamのcaus.に 「許 しを求 め る」 とい う意 味 が あ る 一(2
-1)も の の、道 宣(A.D.596-667)以 来 「懺」 の 原 語 として 問 題 に され て き た
Skt.k§amaは 「忍 ぶ こ と」 が基 本 の意 味 で あ り、 「懺 悔 」 の基 本 的 意 味 「罪 の告
白」が、Skt.ksamaで は生 じない と述べ られ る。 この主 張 は、義浄(A.D.635-713)
の解釈 を よ り詳細 に再解 釈 された もの で あ る。 二点 目は、 「懺 悔 」の 原語 を諸 本 の
比 較 に よ って、確 認 され た 結論 で あ る。初 め に氏 は 「懺 悔 」が、 『鼻 奈邪 』 『十 誦
律 』 『四分 律』 『摩訶僧 祗律 』 『五 分律 』(す べ てA.D.400前 後 の訳 出)な どの律 蔵 に
頻 出す る こと を指 摘 され て い る。 そ してパ ー リ律 との比 較 か ら、 そ こ に現 われ る
「懺悔 」 の原語 をSkt .穡attidegan竄ﾆ 推 定 され た。 次 に氏 は、 梵本 と梵本 対 応 漢
訳 の存 在 す る仏 典 に 着 目 さ れ、 「懺 悔 」 に 対 応 す る 原 語 をSkt.pratideSan�,pa
padeSana,deSana,etc.と 結論 づ け られ る。
氏 は こう した点 か ら、「懺悔 」 はSkt.ksamaに 関係 す る音写 語 で はない と主張 さ
れ る。 しか し、 二点 目 につ いて は、例 外 が あ る よ う に筆 者 に は思 え る。氏 が調 査
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され た仏 典 は 「梵 本 と梵 本対 応漢 訳」 とい う性 格 上、漢 訳 仏典 の 区分 で 言 え ば古
訳 以降 の 後代 の諸 資 料 で あ る。 それ に対 し我 々 が現在 手 にで きる最 初 期 の資 料 の
一 つ
、 古訳 に はSkt.,/ksamに 類 す る表現 に よ ってr,懺 悔」 を推測 させ る箇所 が あ
る。「推測 」 とい う表現 を用 い るの は、 古訳 とい う性 質上 、 それ に対 応 す る梵本 や
翻訳 仏典 が現在 の ところ発見 され てい な いか らで あ る。 以下 、試 み にそ の箇 所 を
提示 す る。
聶道 真訳 一(2-2)『 三 曼陀 跋陀羅菩 薩経 』(T.14,p.666.c.)
文殊 師利 菩 薩 問三 曼 陀跋 陀 羅菩 薩 言:"若 有 人 求 菩 薩 道者 。善 男 子、 善女 人 欲 得
無蓋 清浄者,当 施 行 何 等法,自 致得 之乎?"。 三 曼陀 跋陀 羅菩 薩報 文殊 師利 菩薩:
"若 有善 男子
、善 女 人欲 求 菩 薩道 者,当 整衣 服,昼 夜 各三 稽 首 十 方諸 仏 作 礼,悔
過,悔 諸 所 作 悪,諸 所 当 忍 者 忍 之,諸 所 当礼者 礼之,諸 所 当願楽 者願 楽之,諸 所
当勧請 者勧 請之 。～"。
(文殊 師利 菩薩 が三 曼陀跋 陀 羅菩 薩 に尋 ねた 。「菩 薩道 を求 め る人 が いた と します。
[その]良 家 の子 息 や、 良家 の子 女が[煩 悩 に]覆 われ な い[心 の]清 らか さ を
望 ん だ な ら、一 体 どの様 な教 え を行 えば、 自 らそ れ を得 る こ とが で き る の で す
か?」
三 曼陀跋 陀羅菩 薩 は文殊 師 利菩 薩 に答 えた。 「良家 の子 息 や、良 家 の子 女が 菩薩
道 を求 め るな ら、衣 服 を整 え 日中 に三 度 、夜 中 に三 度 、十 方 の仏[の 足]に 頭 を
つ けて礼 拝 し、過 ち を懺 悔 し、 犯 した諸 悪 を懺 悔 し、忍 ぶ べ き事 は忍 び 、礼拝 す
べ き者 に は礼 拝 し、願 うべ き事 は願 い、勧請 すべ き事 は勧請 すべ きで す。～ 」)
『三 曼 陀跋 陀羅 菩 薩 経』 は普 賢 菩薩 と文殊 菩 薩 を中心 に
、三 品(四 品)儀 礼 が説
かれ る経 典 で あ る。 上 に掲 げた 箇 所 は経典 冒頭 部 分 にあ た り、 この後 「悔 過 品」
「願楽 品」 「請勧 品 」 な ど各 章 に懺悔 や 随喜 や 勧 請 を配 分 し
、全体 と して三 品(四
品)儀 礼 が説 かれ る。上 の 波線部 分 は、 それ ら各 章 の話題 を一括 して語 る表 現 で あ
り、従 っ て同一 表 現 で列挙 され て い る。 こ こで 筆 者 が問 題 とす る の は、 それ ら同
一 表現 中 の 「諸 所 当 忍者 忍之
」で あ る。「忍 」 は三 品(懺 悔 ・随 喜 ・勧 請)や 、 そ
れ をよ り発 展 させ た 四 品(三 品+廻 向)や 五 品(四 品+発 願)か ら外 れ た もので
あ る。 また 『三 曼 陀 跋 陀 羅菩 薩 経』 中 に は、 話題 を一 括 す る際 にの み 「忍」が 挙
げ られ、 他 の 部 分 に 「忍 」 に関 す る説 明 は な い。 それ で は一 体 「諸 所 当 忍 者 忍
之」 を どう理 解 す べ きか。結 論 として、筆 者 は これ を 「懺悔 」 の一 表 現 と理 解 し
た い。波線 部分 は三 品(四 品)儀 礼 関係項 目の 同一 表現 で あ るが、 そ こに は三 品(四
品)儀 礼 に必須 の 「懺 晦」 の意味が見 当た らない。 そ こで筆 者 は、先 にSkt.ksamaは
「忍 ぶ こ と」が 基 本 の 意 味 と確 認 し た が
、 『三 曼 陀 跋 陀 羅 菩 薩 経 』訳 者 はSkt.
,/ksamに 類 す る表 現 を 「懴 晦」 の意味 と理 解せ ず 、「忍」 と訳 し間違 えた と推 測 す
る。 つ ま り、 「懺 悔 」 の 意味 が 現 わ れ るべ き箇 所 に、「忍」 が現 われ て い る こ とに
よって、原 語がSkt.,/ksamに 類 す る表 現 と推 測 で きるので あ る。 一(2-3)
先 に述 べ た平 川氏 の指摘 に よる と、梵 本 と梵 本対 応 漢 訳 の存 在 す る仏典 か ら は、
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「懺 悔」 に相 当 す る原 語 にSkt .ksamaは 見 当 た らな い。 と こ ろが 、古 訳 か らは
「懺 晦」 に相 当す る原語 の一 つ として
、Skt.,/ksamに 類 す る表 現が推 測で きる。
(2-1)Skt.,/ksamは 「忍ぶ 」 とい う意味 が基 本 で あ るが 、 そ こか ら 「許 し を求
め る」 とい う意 味 の派生 経緯 は以下 の ように説 明 され うる。MonierWilliams,A
SANSKRITENGLISHDICTI()NARY,p.326,bに は、Mahdbh穩ata,Bhagavadg
it竄ﾈどを 出典 として,/ksamのcaus.の 意味 を 「toaskanyone(acc.)pardonfor
anything(acc.)」 として い る。 つ ま り、人 に忍 ばせ る ことは、 その人 に とって は
許 す こ と とな り、立 場 を変 えれ ば 「許 しを求 め る」 とな る。
(2-2)『 三 曼陀跋 陀羅 菩薩 経』 は現行 の大蔵 経 で は聶道 真 訳 とな って い る。 しか
し、経録 や音 写 語 の面 か らは聶 道 真訳 は疑 わ しい。確 か な こ とは言 え な いが、 支
婁迦 讖(あ るい は関係者)訳 に親近性 が あ る。
cf.香 川 前掲 書p.471
cf.拙 稿 「『三 曼 陀跋 陀羅 菩薩 経』 の研 究 一経 録 と訳 語 に よる考 察 一」 『比 較思 想研
究 』第23号 別冊1997年p.31
(2-3)仮 に 「懺 悔 」がSkt.ksamaに 関係 が あ る とすれ ば、 以下 の解 釈 も可 能 で
あ ろ う。
HD.vol.7,p.795,b【 懺悔 】 には、 以下 の説明 が あ る。
「仏 教 語 。梵 文ksama,音 訳 為"懺 摩",省 略 為 懺,意 訳 為 悔,合 称 為 悔"懺
悔"」 こ こで は 「梵文ksama,音 訳 為"懺 摩"Jと 記 述 さ れ て い る。 しか し 厂懺 」
は元 来 「摩」 に相 当す る音 を含 んで お り(2-'3-1)、 「懺 」 でSkt.ksamaに 対
応す る。 次 にks一 の音 に関 して は、ks一 に対応 す る音 が 当時 の 中 国語 音 に は存 在
せ ず 、k一 が 省 略 されS一 と発 音 さ れ た。 こ の よ うな 例 と して、Skt.aksobhya
(「阿閼 」)や 、Skt.k§ana(「 刹 那 」)や 、Skt.ksetra(「 刹 土」)が あ る。 そ う し
て、 最終 的 に 「悔 」 とい う意 味 を表 す語 を付 け足 し 「懺 悔」 とな った。 この様 に、
音写 語 に さ らに原語 の 意味 を付 け足 す一 種 の語 彙 解 釈法 は、漢 訳 仏典 に時 折見 ら
れ る。 例 え ば、 「禅 定」(「禅」 はSkt.dhy穗aに 対 応 す る 音 写 語)や 、 「刹 土」




(3)【 道 】若 有善 男 子 、善女 人欲 求 阿羅 漢○者,欲 求 辟 支仏 ○者,欲 求 仏○者,欲
知去 来 之事 者。
静 谷 正雄氏 は、 こ この 「阿羅漢 道」 「仏道 」 の原 語 をSkt.arhad-m穩ga,buddha-
m穩gaと 推 測 され てい る。 しか しこの記 述 は三乗 の表 現 であ る。 また、 原語 がSkt.
y穗aに 類 す る語 で あれ ば、「道」 と も 「乗」 と も訳 され う る。 よって 「道 」 の原語




(4)【人 定】 常以 平 旦 、 日中、 日入 、○○ 、夜 半 、鶏 鳴 時,澡 漱,整 衣 服,叉 手,礼
拝 十方 。
HD.vol.1,p.1043,b夜 深人静 時cf.『 後漢 書 』「来歙 伝 」(A.D.426ca.)
(5)【澡 漱】 常以 平 旦 、 日中、 日入 、人 定、夜 半、 鶏 鳴 時,○ ○,整 衣 服,叉 手,礼
拝 十方 。
HD.vol.6,p.165,a洗 漱cf.『 魏書 』 「西域 伝 」(A.D.550ca.)
仏典 に現 わ れ る例 として、仏 駄 跋 陀羅 訳 『大 方 広仏 華 厳経(六 十 巻)』 「○○ 口
歯 当 願 衆生 向浄法 門 究竟解脱 」(T.9,p.431.b,4-5)(口 と歯 をそ そ ぐ とき
に は、衆 生 が 清 らか な(仏 の)教 え を修 め て、 つ い に は解 脱 を得 る よ う に と願
う。)が あ る。
cf.木 村 清孝 仏教 経典 選5『 華厳 経』筑摩 書房1986年p.30
【澡】HD.vol.6,p.164,a沐 浴cf.『 史記』 「亀 策列伝 」(B.C.90ca.)
【漱】HD.vol.6,p.73,a含 水 洗蕩 口腔cf.『 管 子』 「弟子職 」(B.C.7Cca.)
(6)【常以 平 旦 、 日中、 日入、人 定 、夜 半、鶏 鳴 時,澡 漱 整 衣 服,叉 手,礼 拝 十 方。
自在所 向,当 悔 過 言:～ 】
『舎 利 弗 悔 過 経 』 中 で は、儀 礼 冒頭 に定 型 句 が お か れ る。上 記 の 記 述 はn懴
悔 」 に関 す る定 型句 で あ る。 「随喜」 に関 す る定型 句 として 「若善 男子 、善 女 人,
各 当 日三稽首為 十 方現 在諸 仏作礼 。」(T.24,p.1090.c,1-2)、 「勧請 」 に関 す る定
型 句 として 「若 善 男子 、善 女 人。 当昼 夜 各 当三 過 稽 首為 十 方 仏拝 言:～ 」(T.24,
p.1091.a,3-4)、 「福徳 の布施 」 に関す る定型 句 として 「若有 善男 子、善 女人 昼夜
各 三稽首,為 十方 仏拝 言:～ 」(T.24,p.1091.a,18-19)が ある。 これ らの共通
点 は、 「十 方諸 仏 に昼夜 各 三 回の礼 拝 を行 う」点 で あ り、 これ は大乗 仏 教特 有 の儀
礼 で ある。
また 、 ほぼ同様 の表 現が 諸経 に見 られ る。例 として以 下 の記述 を挙 げ る。
・ 『三 曼陀跋 陀羅 菩薩 経』(T .14,p.666.c,14-15)c五 注(2)
"若有善 男子
、善 女人 欲求 菩薩道 者,当 整 衣服 昼夜 各三 稽首 十方諸 仏作 礼,～ 。"
(「良家 の子 息や、 良家 の子女 が菩 薩道 を求 め るな ら、衣服 を整 え 日中 に三 度、夜
中に三度 、十 方 の諸仏[の 足]に 頭 をつ けて礼 拝 し、～ 」)
・安 玄訳 『法鏡 経 』(T .12,p.18.c,25-29)
"又復 理家
。 居 家修 道 者 仮 使為 離 師 之教 誨 時,世 無 仏 、無 見 経者 、不 与 聖 衆相 遭
遇,是 以 当稽首 十 方諸 仏 、亦 彼前世 求 道所 行、 志願 之 弘。`願 者 其一 切 成就 仏 法之
徳'。 以思 念之,以 代其 喜,於 是 昼三 亦 夜三以 論 三 品経 事,一 切 前世 所施 行 悪 以 自
首誨(v.1.悔),改 往,修 来。～"
(「また居 士 よ、在 家 の修 業者 が 師の教 えを離 れ て、世 に仏 はな く、教 えを示 す者
はな く、 サ ンガ と出会 わ な けれ ば、 そ の時 、十 方 の諸 仏 や 、 あ るい は諸 仏 の前 世
の菩 薩行 や、誓 願 の素 晴 らしさ に敬 礼 すべ きです。 『ど うか す べて の者 が仏 法 の徳
を完 成 し ます よ うに』。 この よ うに思 い、我 が こ との よ うに喜 び(随 喜)、 日中 に
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三 度 、 夜 中 に 三 度 、 三 品 の 教 え を 語 り、 す べ て の 前 世 の 悪 行 を 自 ら す す ん で 告 白
し、 懴 悔 す る こ と に よ っ て 、 過 去 を改 め 、 未 来 に 努 め励 み ます 。 ～ 」)






(∬ ηog7α 跏 伽 勿 吻 πo勿 に は、 「夜 中 に 三 度 、 そ し て 日 中 に 三 度 、[体 を]清 め 清
潔 な 衣 服 を 身 に つ け た 者 は 、三 品 を 実 践 し ま す 」 と説 か れ て い る 。 そ こ の 三 と は 、
功 徳 の 集 ま りの う ち 、 罪 の 告 白、 功 徳 の 随 喜 、 仏 の 勧 請 と 呼 ば れ る も の で あ る。
～)
な お 礼 拝 を 伴 っ た 滅 罪 儀 式 や 、 罪 の 告 白 に よ る 滅 罪 儀 式 は、 当 時 の イ ン ドに お
い て 仏 教 特 有 の 儀 式 で は な か っ た 。B.C.2C以 降 の 成 立 と考 え られ る 『マ ヌ 法 典 』




(「師 匠 は 弟 子 を 導 い て 、 ま ず 初 め に、 清 め と 良 い 慣 習 と祭 火 の 儀 式 と サ ン デ ィ ヤ
ー 時(昼 夜 の 変 わ りめ)の 礼 拝 を、 教 え な け れ ば な り ま せ ん。」)
こ の 記 述 は バ ラ モ ン の 日々 の 義 務 と し て 説 か れ た も の で あ る。 こ こ の 「サ ン デ
ィ ヤ ー 時 の 礼 拝 」 と は 、 定 刻 に サ ー ヴ ィ ト リー 讃 歌 を 詠 唱 す る こ と に よ る滅 罪 儀
式 と理 解 で き る 。(cf.Manusms-ti,2-101,102,103,104)ま た 「サ ン デ ィ ヤ ー 時 の
礼 拝 」 に 関 す る 詳 細 な研 究 に 、 永 ノ尾 信 悟 「ヒ ン ド ゥ ー 儀 礼 の 変 容 一 朝 の 勤 行 を




(「告 白 に よ っ て 、 悔 改 に よ っ て 、 苦 行 に よ っ て 、[ヴ ェ ー ダ の]詠 唱 に よ っ て、
罪 を 作 っ た 者 は、 罪 か ら解 放 さ れ ま す 。 ま た 具 合 の 悪 い 時 に は財 物 に よ っ て[罪




cf.永 ノ 尾 信 悟 「ヒ ン ドゥ ー儀 礼 の 変 容 一 朝 の 勤 行 を例 と して 一」(長 野 泰 彦 井 狩
弥 介 編 『イ ン ドe複 合 文 化 の構 造 』 法 蔵 館1993年)
(7)【 自在 】 ○ ○ 所 向,当 悔 過 言:～
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HD.voL8,p.1311,a自 由;無 拘束c£ 『後漢 紀 』「光武 帝紀三」(A .D.3Cca.)
仏典 にお い て 「自在 」 は 「随意 」 と同義 の場 合が あ る。例 え ば、仏 駄 跋 陀 羅 訳
『大 方広仏 華 厳経(六 十 巻)』 「若 在 危4Ta'fa当 願 衆生 随 意 自在 無所 里礙 」(T .
9,p.430.c,15-16)が ある。 波線部 分 は 「心 の ままに自 由自在 に」 とい った意 味
で ある。 また 、「自在 所 ～」 「随意 所～ 」「随心 所 ～」 で 「～ な す ま ま に」 とい った
意 味 とな る。 その よ うな例 として 『大 阿 弥 陀 経』 「恣若 随意 所 筮 好 喜 」(T.12,p.
305。c,3)、 「随 意所欲 喜楽 」(T.12,p.305.c,19)、 「随心所 欲至 到飛行 」(T.12 ,p.
308.b,14)、 「自在 意 所 欲 作 為 」(T.12,p。311.b,13)な どが あ り、 下 線 部 分 は
「[心が]欲 す る ま ま に」 とい っ た 意 味 で あ る
。 な お、 こ うい っ た 表 現 中 で の
「随」=「在 」 を扱 っ た研 究 に
、 蔡鏡 浩編 著 『魏晋 南 北朝 詞語 例 釋』 が あ る。「自在
所 向～」 の和 訳 に際 して は、「向 か うが ま まに～」、つ ま り 「どち ら に向 か って も
～」 とした
。
cf.木 村 清孝 仏 教経典 選5『 華厳 経 』筑摩書 房1986年p .18
cf.管 野博 史 「大本経(二)注 」p.483上 段(『 現 代語訳 「阿含経典 」 一長 阿含経』
第1巻 平 河 出版社1995年)
cf.丘 山新 厂幣宿経 注 」p.322下 段(『 現代語 訳 「阿含経 典 」 一長 阿含 経』 第2巻
平 河出版社1997年)
cf.蔡 鏡 浩編 著 『i魏晋 南 北 朝詞 語 例 釋 』江 蘇 古 籍 出版 社1990年pp .408-409
(この書 籍 を紹 介、拝 見 させて下 さ り、 また貴 重 な御教 示 を下 さっ た辛 嶋 静志 氏 、
齊 ・E;ic・信 氏 に深 く感 謝 致 します。)
(8)【経道 】若意 欲害仏,嫉 悪OO,若 闘比 丘僧,若 殺 阿羅 漢,若 自殺 父母 。
「経 道 」 は古 訳 に頻 出 す る語 彙 で
、 「教 え」 を意 味 す る。例 と して 『大 阿 弥 陀
経 』(T.12,p.300.c,20-21)「 王 聞仏 ○○,心 即 歓喜 開解,便 棄 国捐王,行 作 沙
門,字 曇 塵迦,作 菩 薩 道。」(王 は仏 の教 え を聞 い て、歓 喜 し、 はっ き り理 解 し、
す ぐさ ま国 と王位 を捨 て て、沙門 とな って、 曇 摩 迦 となの り、 菩薩 と して の修 行
をな した 。)や 、同経(T.12,p.316.c,14)「 我 般 泥疸去後 、 ○○稍 断絶 。」(私 が
完全 な 涅 槃 に入 った後 、 教 えは しだ い に途 絶 え ます。)が あ る。 『舎 利 弗 悔 過経 』
で は、他 の例 として 「仏 以00雨 於 天下。」(T.24,p.1090.c,3-4)、 「譬 如天雨 百
穀、 草木 皆 茂 好,仏 以 ○ ○雨於 天 下,故 生 侯 王 、 四天王 、上 至 三十 三 天 上 豪貴 富
楽。」(T.24,p.1090.c,3-4)、 「若布 施,若 持 ○○,若 持善 意,為 仏作 善,為 経 作
善,為 比 丘僧 作 善,為 凡 人作善,若 為禽獣作 善。」(T.24,p.1091.a,20-23)が あ
る。
cf.辛 嶋静 志 「『大 阿弥 陀経 』願文 訳」 『教化研 究』1171997年p .138下 段
(9)【身 自】○ ○行 盗,教 人 行盗,見 人行 盗代其 喜。
HD.vol.10,p.701,b親 自cf.『 史記 』「呉王 潰列伝」(B .C.90ca.)
⑩ 【貪軫】 身 自○ ○,教 人 ○○,見 人 ○○代其 喜。
HD.vol.10,p.111,b貪 得無厭cf.『 叙列 代 王 臣滞惑解 』(AD.7Cca .)
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古 訳 に現 わ れ る例 として、以 下 の例 が ある。
・ 『三 曼陀 跋 陀羅 菩薩 経』(T .14,p.667.a,2-7)
"其有 於 一 切 諸仏
、諸 菩 薩 、諸迦 羅 蜜 、諸父 母 、諸 阿羅 漢 、諸 辟 支仏 、一 切 諸人 所
可誹 謗 者,若 恣 随欲,恣 随 痴,恣 随 自用,若 有 頑 恨不 与人 語,若 為 貪 婬所 牽,為
慳 婬 所牽 為○○所牽,為 諛諂所牽,為 七百五十諸欲 所牽,其 心乱時,不 能 自専。～"
(「私が す べ て の仏 や、菩 薩達 や 、善知 識達 や 、父母 達 や、 阿羅 漢達 や、辟 支 仏達
や 、す べ ての人 に非難 され て も、 あ るい は欲 の なす ま ま、無 知 の な す ま ま、手前
勝 手 に、 あ るい は頑 固で耳 をか さず、人 と語 らず、 あ る い は貪 りや 淫欲 に引 か れ、
吝 嗇 や嫉妬 に引 かれ 、強欲 に引か れ、 へ つ ら う こ とに引 か れ、七 百 五十 の欲 に 引
か れ、 私 の心 が乱 れた 時、集 中で きませ んで した。～ 」)
(ID【仏寺 】 身 自盗○ ○ 中神 物,若 比丘 僧財物,教 人行盗,見 人行 盗代其 喜。
HD.vol.1,p.1286,b寺 院cf.『 晋 書』 「王恭伝 」(A.D.644ca.)
【寺】HD.vo1.2,p.1249,a衙 署;官 舎cf.『 漢書 』「元 帝紀」(A.D.78ca.)
「仏 寺 」 に関 して は
、平 川彰 著 作 集第4巻 『初期 大 乗 仏 教 の研 究II』 春 秋 社
1990年(p.90,p.190)が 詳 しい。結 論か ら言 うと、平 川氏 は 「仏寺」 の原語 として
Skt.st皂aを 挙 げ て お られ る。氏 の見解 に従 い、 こ こで は 「仏 寺 」 を 「仏 塔(Skt.
stUpa)」 と訳 した。 しか し、 『大 阿弥陀 経』(T.12,p.310.a,17-18c,12)や 、 『無
量 清 浄平 等 覚経』(T.12,p.292.a,9c,2)に は 「作仏 寺起塔 」(仏 寺 を作 り塔 を建 て
る)と あ り、 こ こで の 「仏 寺」 は 「仏 塔(Skt.st�a)」 とは考 え られ に くい。 ど
ち らか と言 え ば 「僧 院(Skt.vih穩a)」 で は な か ろ う'か。 け れ ど も 「仏 寺 」 と
「塔 」が 同様 の意 味 を持 つ場合 もある。例 えば、 竺法護 訳 『正法華 経』(T.9,p.1
01.b,25)に 「仏寺 」 とあ り、 これ に対 応 す る箇 所が鳩 摩羅 什訳 『妙法 蓮華 経』
(T.9,p.31.c,2)で は 「塔 」 と訳 されて いる。 『妙 法蓮 華経』 に対 応す る梵本 で は、
Skt.tath稟ata・caityaと な ってい る。
cf.S厩d勿 卿 卿 吻 短んα(BIBLIOTHECABUDDHICA.Xed.byH.Kern.B.
Nanjio名 著普 及会1977p.232)
⑰ 【神 物 】身 自盗 仏寺 中○ ○,若 比 丘僧 財物,教 人 行盗,見 人 行盗 代其喜 。
HD.vol.7,p.866,a神 霊 、怪異 之物cf.『 易経 』 「繋辞 上 」(周 ～ 春秋 時代)
「仏寺 中神 物」 とは
、 「仏塔 中 の神聖 な物 」 とい う意 味 であ る。 しか し、具 体 的
に何 を指 して い るか、筆 者 には判断 がつ かない 。
q3)【身 自軽称 、小_;、 短尺 欺人,以 重称 、大_;、 長 尺侵 人、 見人侵 人代 其喜。】
ほぼ同様 の表 現 が、諸 経 に見 られ る。
・安 世 高訳 『分別 善悪 所起 経』(T .17,p.518.a,14-16)
"偸盗 劫
,人 強 取他 人 財 物,求 利,不 以 道 理欺 詐 取 財物 。軽 秤 、小 斗、短 尺 欺 人,
若 以重 秤 、大 斗、長 尺侵 人。～"
(「盗 み の[は び こる]時 代、人 は他人 の財 物 を力 ず くで奪 い 、利益 を求 め、決 ま
りに従 わ ず、欺 き騙 し財物 を受 取 り ます。軽 い秤 や 、小 さな升 や、 短 い もの さ し
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で人 を欺 き、あ るい は重 い秤 や、大 き な升 や 、長 い もの さ しで 人 を騙 し ます。
～ 」)
・S褊4勿7嬲 砂〃%伽 肋(H .Kern.B.Nanjio前 掲 書p.402)
y稟atistula-k�穗穃m穗a-k�穗穃cay稟atih/
t穃gatimpratigacchedyodharma-bh穗akamatikramet//
(「秤で騙 す者 達 の境 遇 や、 もの さ しで 騙 す者達 の境 遇 が あ ります 。法 説師 を傷 つ
け よう とす る者 は、 その境遇 に赴 くはず です。」)
・鳩摩 羅什 訳 『妙法 蓮華経 』(T .9,p.59.b,15-16)
"斗秤 欺 誑人 調達 破僧罪 犯 此法 師者 当獲如 是殃"
(「升や 秤 で人 を欺 く[罪 や]、 デー ヴ ァダ ッ タの[よ う な]破 僧 の罪 が あ ります。
この法 師 を傷 つ け る者 は、 その よ うな罪 を得 るはずで す。」)
な お 「秤」 は重 さを示 し、「斗」 は容 積 を示 し、 「尺」 は 長 さ を示 す。一 括 して
度量 衡 の意味 で あ る。
ω 【故 賊 】身 自○○,教 人 故賊,見 人 故賊代 其喜 。
「故 賊 」の 「故 」 を 「故 意 に」 と理 解 した
。 この よ うな 「故 」 の例 とし て、仏
陀耶 舎共 竺仏念 等訳 『四分律 』 中の 「故 作」(T.22,p.698.b)や 仏 陀什 等訳 『弥
沙塞 五分 戒本 』中 の 「故 妄語 」(T.22,p.197.a)が あ る。
cf.中 村 元 『仏教 語大 辞典 』東 京書籍 昭和56年p.348
(15)【見 人 …代 其 喜】
「見人 …代其 喜 」 の定 型句 が
、C(T.24,p.1090.a,15-b,17)で 見 られ る。 こ
の 「代其 喜」 や 「助 其歓 喜」 は 「立 場 を変 えて喜 ぶ」、 つ ま り 「我 が こ との よ うに
喜 ぶ」 とい った 意 味 で あ る。 この表 現 は特 に古 訳 に見 られ、 「随 喜」(Skt.anu-
modan�;他 人 の喜 び を自分の喜 び とす る)を 述 べ る際 に使 用 され る こ とが多 い。
同様 の表現 が 、支婁 迦讖 訳 『般 舟三 昧経(三 巻 本)』(T.13,p.909.c,29-p.910.a,
1)、 『三 曼陀跋 陀羅 菩薩 経』(T.14,p.667.c,9)、 支 婁迦讖 訳 『雑譬喩 経』(T.4,p.
500。a,20)、 支 婁迦 讖訳 『道行 般若 経』(T.8,p.466.a,3)な どに見 られ る。
⑯ 【更 】身諸 所 ○以来,生 五処者 。
HD.vo1.1,p.526,a受 、接 受cf.『 論衡 』 「禍 虚」(A.D.90ca.)
「更」 には 「接触 」 「経験 」 とい う意 味が あ る
。 この語 が境 遇 を示 す 表現 中 で使
用 され る と、 「ある境 遇 に触 れ る」 「あ る境 遇 を経験 す る」、つ ま り意訳 す れ ば 「あ
る境遇 に生 まれ る」 と理 解 で きる。例 えば、 『大 阿 弥陀経 』(T.12,p.301.c,7)
「皆令 不 ○泥 犂、 禽獣 、薛 茘。」((彼 等 は)誰 も地獄 や鳥 獣 や餓鬼 に生 まれ ませ ん
よ うに。)で あ る。 『舎 利 弗悔 過 経』 中 の この箇所 も、「…接触 」「経 験」 の 意 味 を基
本 とし、和 訳 に際 して は 「生 じる」 とした。
cf.齊 藤 隆 信 「『浄 度三 昧 経』 と竺 法護 訳経典 」 『佛教 大 学総 合研 究 所紀 要 』第4号
1997年p.36上 段
cf.辛 嶋 静志 「『大 阿弥 陀経 』願文 訳」 『教化研 究 』1171997年p.141下 段
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(17)【五 処 】 身諸 所 更 以 来,生 ○ ○者。 在 泥犂 中時,在 禽 獣 中時,在 薛 茘 中時,在 人
中 時,身 在 此五 道 中生時,所 犯 過悪 。
原 文 で は 「五 処 」 とあ るが 、文 脈 か ら 「五 道」 と訳 した。 この 直 後 で は 「五
道 」 と訳 され てお り、語 彙 の統 一 が乱れ た箇所 で あ る。
(ls)【従】願 〇十 方諸仏,求 哀,悔 過 。
HD.vol.3,p.1002,b⑲(3)向 。 介紹 動作 行為発 生 的対 象cf.『 呉越 春秋 』 「勾践 阻
謀 外伝 』(後 漢)
「従 」 を対 象 を示 す虚 詞 と理 解 し、 「従十 方諸 低」 を 「十方 の諸 仏 に」 と訳 した。
『舎 利 弗 悔 過 経 』で は、他 の例 として 「所 以〇十 方 諸 仏 求 哀 者 何?」(T.24,p.
1090.b,15)、 「諸十 方欲 般泥疸 者,某 等願 ○求 哀。」(T.24,p.1091.a,8)が ある。
cf.董 志翹[・蔡 鏡浩 著 『中古 虚詞語 法例釋 』吉 林教育 出版 社1994年p.78
(19)【令 】○ 某 等今世 不犯 此過 殃。
「令～ 」で、願 望 を示 す表現 と理解 した。 この様 な例 として、 『大 阿弥 陀経 』(T.
12,p.301.a,24-25)「 使某 作仏 時,○ 我 国 中無 有泥犂 、禽 獣、 薛茘 、娟飛 蠕動之
類 。」(も し私 が仏 にな っ た な ら、 私 の 国 に は、地 獄 や 鳥獣 や餓 鬼 や 飛 ぶ虫 ・這 う
虫 な どが い ませ ん よ う に。)が あ る。 『舎 利 弗悔 過 経』 で は、 他 の例 として 「○某
等 後 世 亦 不被 此 過 殃。」(T,24,p.1090.b,14-15)、 「○某 等 作 仏 道 行 仏 経 。」(T.
13,p.1091.a,28-29)が あ る。
cf.辛 嶋静 志 「『大 阿弥陀経 』願 文訳 」 『教化 研究 』1171997年p.140上 段
⑳ 【洞視 徹 聴 】仏能 ○○、 ○ ○。
『三 曼 陀跋 陀 羅 菩薩 経』(T .14,p.667.b,13-14)に 、 ほぼ 「六 神 通 」 に相 当す
る説 明 が あ り、 そ こで の 「洞視 徹 聴」 が 「天 眼 通 ・天 耳 通 」 に相 当 す る こ とか ら、
「見 通 す ことや 、聞 き知 る こ と」 と訳 した。
・ 『三 曼 陀跋 陀羅菩 薩経 』(T.14,p.667.b,13-14)
"某 諸所 作 罪
,不 能 得 ○○、 ○○,不 能 得神 足 飛 行,不 能 得 自知 宿 命,不 能 得去 来
之事,不 能 得 梵天 音 声,不 能得 身 、 口、 意功 徳,不 能 得清 浄 高 行,而 不 能 得 具足
於功 徳 。～"
(「私 の作 った多 くの罪[の せ い で]、 天 眼 通 や天 耳 通 を得 る こ とが で きず 、神通
力で 飛行 す る こ とが で きず、 自分 の過 去世 を知 る こ とが で きず、過 去 や未 来 の 出
来事 を知 る こ とが で きず、梵 天 の[様 な美 しい]音 声 を得 る こ とが で きず 、身体
や 口や 心[に よ って作 る]功 徳 を得 る こ とが で きず 、清 らか で優 れ た 行 い を得 る
こ とがで きず 、功徳 を身 にす るこ とが で きませ んで した 。～」)
⑳ 【覆蔵 】 某等 有過悪,不 敢○ ○。従 今以後 皆不 敢復犯 。
HD.vo1.9,1262,b遮 掩 隠蔵cf.『 百 喩経 』
これ に類す る表現 が懺 悔 を説 く諸 経 に見 られ る。罪 の告 白後 の定型句 で あ る。
・ 『三 曼 陀跋 陀羅菩薩 経 』(T .14,p.667.b,21-22)
"自悔 責
,不 敢 ○○ 。従今 已後 不敢復 犯。 ～"
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(「自 ら懺 晦 し、 決 して隠 しご としませ ん。今後 、決 して[罪 を]犯 しませ ん。～」)
・僧 伽婆 羅訳 『菩薩 蔵経 』(T .24,p.1087.b,17-18)
"我 於仏 前一 心発露
,不 敢○ ○。発 露已後誓 不敢 作。 ～"
(「私 は仏 の前 で ひ た す ら懺悔 し、決 して 隠 し ご と し ませ ん。懺 悔 の後 、誓 って
[罪 を]作 りませ ん。 ～」)
・闍那 崛 多共笈 多等 訳 『大乗三 聚懺悔 経』(T .24,p.1092.a,15-16)
"今 於一切 仏
、世 尊 前至 心懺悔 発露 不敢 ○○。 於未来 世更 不敢 作。～"
(「今、 すべ ての仏 や世 尊 の前 で ひたす ら懺 悔 し、決 して隠 しご と しませ ん。来世
に、再 び決 して[罪 を]作 りませ ん。～」)
(22)【泥犂 禽 獣 薛茘 】若 有 善 男 子、善 女人,意 不 欲 入 ○○、 ○○ 、○○ 中 者,諸 所 作
過皆 当悔 過之,不 当覆蔵 。
「泥犂
、禽 獣、 薛茘 」 は主 に支婁 迦讖 訳 に現 わ れ る音 写 語 で、 「地 獄、 動 物、飢
えた者」 の意 味。 しか し、彼 の訳 経 中 で必 ず し も統 一 され た 表現 で は ない。例 え
ば、 『般舟 三 昧経(三 巻本)』 中の偈 文(T.13,p.913.b,10)で は、 「其 人 終 不墮 地
獄 離餓 鬼道 及畜 生 」 とな っ てい る。見 方 を変 えれ ば、後 世 にお ける付 加 修正 箇
所 か もしれ ない。
㈱ 【経 】不 欲生 辺 地、 無 仏処 、無 ○処 、無比 丘 僧 処 、無 義理 処、善 悪 処 者,皆 当 悔
過,不 当覆蔵 。
三宝 を含 む表現 として 「無仏 処 、無経 処 、無比 丘僧 処」 とあ るの で、 「無 経処 」
の 「経 」 は 「法(教 え)」 に対 応 す る。 さ らに 『舎 利 弗悔 過 経 』 中 に は、 「不 知 仏
時、不 知法時 、不 知比 丘僧 」(T.24,p.1090.a,16-17)と あ り、 これ らと照 らし
合 わせ て も 「経」 と 「法(教 え)」 との対 応 関係 が 理解 で きる。 これ ら以外 に 「教
え」 を意 味 す る例 と して 『舎 利 弗 晦過 経』 には、「十 方仏 巳得仏,不 説 ○。」(T .24,
p.1091.a,5)、 「今某 等勧勉,使 為 諸天 、人 民 、蝸飛 蠕動 之 類 説○,使 脱 於 泥犂 、
禽獣 、薛 茘、 愚痴 、貧窮,至 令 得泥 沍道。」(T.24,p.1091.a,5-6)、 「某 等宿命為
菩薩 時,某 等 当勧 楽諸 仏説 ○。」(T.24,p.1091.a,10-11)、 厂守 我 諸天 、人 民,説
○。」(T.24,p.1091.a,11-12)、 「若 布施,若 持 経道,若 持善 意,為 仏 作善,為 ○
作善,為 比 丘 僧作 善,為 凡 人 作善,若 為 禽 獣作 善。」(T.24,p.1091.a,21-22)、
「令某 等作 仏道 行仏 ○
。」(T.24,p.1091.a,28-29)が あ る。
⑫O【更 生 】意 不 欲 愚 痴、 聾、 盲、疳 痙,不 欲 生 屠,生 漁猟 、獄 吏,○ ○貧 家、皆 当
悔 過,不 当覆蔵 。
HD.voL1,p.527,a新 生cf.『 荘 子』 「達生 」(戦 国時代)
㈲ 【道 】欲 得須 陀 滬○不 復 入 泥犂 、 薛茘 中 者,皆 当悔 過。欲 得 斯 陀 含 ○上 天 作 人,
欲 得 阿那 含○上 二 十 四 天,欲 得 阿 羅漢 泥 疸去 者,欲 於 世 間 得 阿羅 漢 ○者,欲 得 辟
支仏○者,欲 知 去来之 事者,皆 当悔 過,不 当覆蔵 。
こ こで 説 か れ る 「道」 は様 々 な解 釈 が 可 能 で あ ろ う。 一 つ の 可 能 性 と して
「道」 を 「境 地 」 と理 解 す る こ とが で き る
。例 として、〈法 華経 〉 を挙 げ る。 ただ
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し、 以下 に挙 げる例 は問題 点 を含 んで い る。梵本 の下線 部 分('n稟穃i-)が 諸本
に よっ て は省 略 され て お り、 そ の有無 に よって波 線部 分(phalam)の 扱 い が異 な
っ て くる ので ある。 この 点 の確認 につ いて は、 『妙 法 蓮華 経』 に最 も対 応 す る写本
参 照 が 必 須 とな るが、 こ こで はSkt.phalaに 「道 」が 対 応 す る こ とを確 認 す るに
と どめ た。
・Sα44加7窺 ゆ%%硴 肋(H .Kern.B.Nanjio前 掲 書p.347)




・鳩 摩 羅什 訳 『妙法 蓮華 経』(T .9,p.46.c,17-19)
"一時 皆 得 須 陀沍道 、斯 陀 含道 、阿 那 含道 、 阿羅 漢 道,尽 諸 有 漏,於 深禅 定 皆得 自
在,具 八 解脱"
(「一瞬 に して、 誰 もが須 陀疸 の境地 や斯 陀 含 の境 地 や阿那 含 の境 地 や阿 羅漢 の境
地 に達 し、 多 くの煩悩 を な くし、深 い精神 統 一 の 中 で すべ て が意 の ま ま とな り、
八解 脱 を備 え ます。」)
㈱ 【二 十 四 天 】欲 得斯 陀含 道上 天作 人,欲 得 阿那 含 道 上○ ○○ ○,欲 得 阿羅 漢 泥疸
去者,欲 於世 間得 阿 羅 漢 道者,欲 得 辟 支仏 道 者,欲 知 去 来 之 事者,皆 当悔 過,不
当覆 蔵。
筆 者 は 「二十 四天」 を欲 界六天 、色界 十八 天 の総称 と理解 した。
(27)【迴 教 】十 方諸仏 皆以 中正 ○○天 下人 、 日月所照人 民,使 作 善。
HD.に は採 られ て い な いが 、後 漢 代 に は使 用 され て い た 語彙 で あ る。筆 者 は
「教 えを巡 らす」 と理 解 した。
㈱ 【至 】譬 如天 雨 百穀 、草 木 皆 茂好,仏 以 経 道 雨於 天 下,故 生侯 王 、 四天 王 、上〇
三 十三 天 上豪貴 富楽 。
「至 」 を 「乃 至(Skt .y穽at)」 と理 解 し た。 こ の よ う な 例 と して 『大 阿 弥 陀
経 』(T.12,p.306.c,23)「 従第 一 四 天王,上 〇三 十 三 天 上,～ 」(一 番 目の 四天 王
か ら、 三 十 三 天 の上 まで～)が あ る。 この場 合 、文 法 的 に は 「従～ 乃 至… …」 と
な る。 『舎 利 弗悔過 経』 で は、他 の例 として 「若布 施者,若 持 道勤 力不 毀経 戒 者,
若 慈心 念 人 民者,若 作 善 無量 者,若 施 於 菩 薩及 諸 比 丘僧 者,若 施 凡 夫 及貧 窮 者、
下 ○禽 獣慈 哀者。」(T.24,p.1090.c,8-11)、 「諸 当来 仏教人 作善 遠離五 悪、 生死
之 道,○ 令 得阿羅 漢、辟 支 仏道者 。」(T.24,p.1090.c,13-15)、 「慈哀人 民、蝸 飛
蠕 動 之 類 者,皆 令脱 於 泥 犂 、禽 獣 、薛 茘、 愚 痴、貧 窮,○ 令 得 須 陀疸 、斯 陀含 、
阿那含 、阿羅 漢、辟 支仏 泥 沍道。」(T.24,p.1090.c,17-20)、 「今 某等勧 勉,使 為
諸 天 、人 民、娟 飛 蠕動 之 類 説 経,使 脱 於 泥 犂、 禽獣 、薛 茘 、 愚痴,貧 窮,○ 令 得
泥 疸道 。」(T.24,p.1091.a,5-7)が あ る。
(29)【豪貴 富 楽】 譬如 天 雨 百穀 、草 木 皆 茂好,仏 以 経道 雨 於 天 下,故 生 侯 王、 四天 王 、
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上至 三十三 天上 ○○ ○○ 。
【豪 貴】HD.vol.10,p.32,b権 勢極 其顕 貴cf.『 百 喩経』
【富 楽】HD.vol.3,p.1571,b富 裕 而安楽cf.『 史記 』 「張 儀列伝 」(B℃.90ca.)
「富楽」 の和 訳 の際 に は
、神 々 の持 つ属 性 として 「安楽 」 の意味 を強調 した。
⑳ 【蝟飛蠕動 】 天下人 民 、○○ ○○之類 所作 好悪 。
【蠕 動】HD.vol.8,p.989,a爬 行 的昆 虫cf.『 新 語』 「道 基」(B.C.2Cca.)
【蝸飛蠕動 】HD。vol.8,p.900,a虫 豸之属飛 翔蠕蠕 而行 。借指 能飛 翔或 爬行 的昆
虫。
cf.『 鬼 谷子 』 「揣 」、 『淮南 子』 「原道」(B.C.2Cca.)
⑳ 【勤 力 】若布 施 者,若 持 道○ ○不 毀経 戒 者,若 慈 心 念人 民 者,若 作 善 無 量 者,若
施於 菩薩及 諸比 丘僧 者,若 施凡 夫及 貧窮 者、 下至 禽獣慈 哀者。
HD.vol.3,p.817,a勤 労;労 費 体 力cf.『 史 記』 「殷本記 」(B.C.90ca.)
(32)【経 戒 】若布 施 者,若 持 道勤 力 不 毀 ○○者,若 慈 心 念人 民 者,若 作 善 無 量 者,若
施於 菩薩及 諸比 丘僧 者,若 施凡 夫及 貧窮 者、 下至 禽獣慈 哀者 。
「経戒 」 に は
、「①教 え と戒② 教 えに基 づ く戒 」 とい った二 つ の意 味が あ る。 こ
の箇 所 で は② の意 味で 理解 した。 『舎 利 弗悔 過経 』 で は、他 の例 として 「今 十 方現
在諸 仏 所 当過 度 者,教 人 布施 不 犯 ○○ 。」(T.24,p.1090.c,16-17)、 「為悪 自悔,
持 ○○,不 毀 。」(T.24,p.1091.a,23-24)が ある。
cf.末 木文 美士 「『法 句譬 喩経』 訳注(19)」『季 刊 ア ーガマ』140号1996年p.221上 段
(33)【施 】若 布施 者,若 持 道 勤 力不 毀 経 戒 者,若 慈 心 念 人民 者,若 作善 無 量 者,若 ○
於菩 薩及諸 比 丘僧者,若 施凡 夫及 貧窮者 、下 至禽 獣慈哀 者。
『舎 利 弗 悔過 経』 の 「施 」(T .24,p.1090.c,10,11)と 「布 施」(T.24,p.1090.c,
8,17,22,28p.1091.a,2,19)と 「施 与 」(T.24,p.1091.a,27)の 原語 は確認 で き
ないが 同義 で あ る。 また、 「布施 」 と 「施 与」 を同義 に理 解 す る例 として、支 謙訳
『私 呵 昧経 』が あ る。 『私 呵 昧経 』で は、散 文 で六 波羅 密 が説 か れ、 そ の内容 を受
け偈文 で 「布 施 者 大施 与」(T.14,p.810.c,21)と 説 かれ る。 た だ し 『舎 利 弗悔 過
経 』の 「施 与 」 は、 「廻 向」 を意 味 す る文 脈 中 で使 用 され て い る。 「某 等 取 諸学 道
以 来,所 得福 徳,皆 集 聚合 会,以 持 好 心,○ ○天 下 十 方人 民 、父 母 、 蝸飛 蠕 動 之
類 。皆 令 得 其福 。」(T.24,p.1091.a,25-28)。 この 点 を指 摘 され た研 究 者 に梶 山
雄 一氏 が お られ る。 梶 山氏 に対 し、静 谷 正 雄氏 は 『舎 利 弗悔 過 経』 に廻 向 の思想
は現わ れ ない とされ る。
cf.梶 山雄 一 『「さ と り」 と 「廻 向」 一大 乗 仏 教 の 成 立 一』人 文 書 院1997年p.
188-189
cf.静 谷前 掲書1974年p.130
⑬の 【勧 】某 等 ○其作 善,助 其 歓喜 。cf.注 ⑮
HD.vol.2,p.825,a奨 勉;鼓 励cf.『 易 国語 』 「越 語上 」(春 秋 時代)
『舎 利 弗悔 過経 』 中の 「勧 」(T .24,p.1090.c,12)は 、「勧楽 」(T.24,p.1090.c,
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15,20,25,26,28p.1091.a,11,24)や 「勧 勉 」(T.24,p.1091.a,5,25)と 同i義と
考 え られ る。
【勧楽 】HD.vol.2,p.828,b歓 楽cf.『 礼記』 「礼器 」(戦 国時代 ～ 漢代初 頭)
【楽意 】HD.vol.4,p.1295,a願 意cf.『 二刻拍 案 悚奇』
この よ うに 「楽」 に は 「願 う」 とい う意 味 が あ り、 「勧 楽」 を 「勧 め願 う」、 っ
ま り 「鼓 舞 す る」 と理 解 した。
【勧 勉 】HD.vol.2,p.826,b勧 導勉 励cf.『 管 子』 「立政 」(春 秋 時代)
「勧勉 」 は 「勧 め励 ます」、 つ ま り同様 に 「鼓 舞す る」 と理解 した 。
しか し経 中 で は 「勧 楽」「勧 勉 」 は使 い分 け られ て い る。 「勧 楽 」 は 「某 等○ ○,
助 其歓 喜 。」 の よ うに、主 に 「随 喜(Skt.anumodan�)」 を述 べ る際 に使 用 され る。
「勧 勉 」 は 「今 某等 ○○ ,使 為 諸 天、人 民 、娟飛 蠕 動 之 類 説 経,使 脱 於 泥 犂、 禽
獣 、薛 茘 、 愚痴 、貧 窮,至 令 得 泥滬 道。」 の よう に、 「勧 請(Skt.adhyesana)」 を
述 べ る際 に使 用 され る。
(35)【勧 …助 其歓 喜】某 等 ○其作 善,○ ○○ ○。cf.注(15)(39)
「随喜(Skt .anumodan�)」 を示 す表現 で あ る。
(36)【所 可】 諸過 去仏 ○○ 過度 人民得 泥疸者,某 等皆助 其歓 喜。
「所可 」=「所 」 の例 で あ る。 この様 な例 と して 『三 曼 陀跋 陀羅 菩 薩経 』(T.14,
p.667.a,4)「 其 有 於 一切 諸 仏、 諸 菩薩 、諸 迦羅 蜜 、諸 父 母、 諸 阿 羅 漢、諸 辟 支 仏 、
一切 諸 人 ○ ○誹謗 者
,～ 」(私 がす べ ての仏 や、菩 薩 達 や、善 知識 達 や、父 母達 や 、
阿羅 漢達 や、辟 支仏達 や、 すべ て の人 に非難iされ て も、～)や 、同経(T.14,p.667.
b,28)「 如 是 者○ ○ 自帰,為 已 自帰也 。」(こ の様 に帰 依 した な ら、 そ れが す で に
帰依 した こ ととな るので す。)が ある。
cf.董 志 翹 ・蔡鏡 浩著 『中古虚 詞 語法例 釋』 吉林教 育 出版 社1994年p.315
⑳ 【過度 】 諸過去 仏所 可○ ○人民 得泥 沍 者,某 等皆 助其 歓喜 。
「救 済 」 を意 味 す る語 彙。 丘 山新 氏 は 「過 度」 を他 動 詞 と して 「救 済」 の意 味
で使用 す るの は、後 漢代 か ら とされ る。 『舎 利 弗悔 過 経』 で は、他 の例 と して 「今
十方現 在 諸仏所 当 ○○者,教 人布施 不犯 経戒。」(T.24,p.1090.c,16-17)が あ る。
cf.丘 山新 「『阿弥 陀過度 人道 経』 一経題 とその思想 一」 『印度 学仏教 学研究 』35-1
1986年p.69下 段
(38)【五 悪 生 死 之道 】諸 当来 仏教 人 作 善 遠離 ○○ 、○ ○○○,至 令 得 阿 羅漢 、辟 支 仏
道者 。
同様 の 表現 を筆 者 は未確 認 で あ り、仮 に 「五 悪 や輪 廻 の境 地 」 と訳 した。 しか
し、「五 悪趣 」 とも理解 で きる。
(39)【助 】某 等 皆○。cf.注q5×3の㈲
どの 諸 版 も 「某 等 皆 助 。」 で あ る。 しか し、文 脈 は明 らか に 「随 喜(Skt.anu-
modan�)」 であ り、「其歓 喜 」 を補 い 「某 等皆助[其 歓 喜]。」 と理解 した。




,令 如 仏 。」 を 「善 を作 らせ 、仏 の ように させ ます」 と理 解 した が疑 問
が残 る。 「如 」 に は 「随順 」 の意味 が あ り、「善 を作 らせ、仏 に従 わ せ ます 。」 とも
理解 で きる。 いず れ にせ よ、筆 者 は良 く理 解 で きなか った。
HD.vo1.4,p.269,a⑦ 随順cf.『 公 羊伝』 「桓公 元年 」(戦 国時代)
ω 【当】今 十方現 在諸 仏所 ○過度 者,教 人布 施不 犯経 戒。
漢 訳 仏 典 で は 「常」 ・「当」 ・ 「尚」 の混 乱 が しば しば見 られ る。 「当」r常 」 の
混乱例 として、 『正法 華経 』(T。9,p.107.a,17)、 『大乗三 聚懺悔 経 』(T.24,p.1091 。
c,16)、 『菩薩 本業 経』(T.10,p.448.a,27)な ど多数 あ る。 「尚」 と 「常」 につい
て は、 『大 阿弥 陀 経』(T.12,p.308.c,7)と 『無 量 清浄 平 等 覚経 』(T .12,p.281.b,
15)の 比較 か ら理解 で きる。
この様 な諸 例 に基 づ き、 こ こや 、「某 等 宿命 為 菩 薩 時,某 等 ○勧 楽諸 仏 説 経。」
(T.24,p.1091。a,10-11)の 「当」 を 「常Jと 理 解 した。 た だ し、 それ を支 持 す
る 『舎 利 弗悔 過 経』諸 版 は ない。
(42)【道 禁 】行 黙檀 波 羅 密 。寒布 施",行 寒尸 波 羅,.黙 不 犯 ○○ 、,行..提 波 羅 密、
"忍 辱
覇 行 黙精 進(v.1.惟 逮)波 羅 蜜 、 熟精 進",行 黙禅 波 羅 蜜""一 心、,行 黛般
若波羅 蜜"黙 智慧 。,成 六波 羅蜜。
HD.vol.10,p.1080,bO有 関道路 通行 的法 令cf .『周礼 』 「秋 官」(春 秋 時代)②
仏 教的 禁忌cf.『 宋書 』 「夷蛮 伝」
本来 「道 禁」 は、 「交通 法規 」 に関 す る語彙 で あ る。 しか し仏教 伝来 に伴 い、仏
典 にその語彙 が踏襲 され、 そ こで は 「戒(Skt.Bila)」 を意味 す る。
この箇 所 で は音 写語 で六波 羅蜜 が 述 べ られ て お り、 そ の各 項 目 ご とに語 注が 紛
れ込 ん でい る。 どの諸 版 に もこの語 注 が あ り、 それ が訳 者 に よる もの か、 あ る い
は後世 の付 加 か、筆者 に は判 断 が つか な い。 また、 「精 進 波羅 蜜」 に つ いて は、記
述 が 「精 進 波羅 蜜」(高 麗蔵 、房 山石 経)とD唯 逮 波 羅蜜 」(宋 磧 砂 蔵)の 二 系 統
に分 か れ てい る。 「音 写語 一語 注」 とい う流れ に従 うな ら 「惟逮 波羅 蜜 」 を採 るべ
きで あるが、筆 者 は高麗 蔵 を も とに した大正蔵 の記 述 に従 った。
㈲ 【過 去若菩 薩 】諸○ ○○ ○○奉 行六 波羅蜜 。
諸 版す べて が この読 み を支持 して お り、「過 去若 菩薩 」 の意味 は不 明 で あ る。 筆
者 は、 「若 」 を写経者 の誤 りと推測 したが 、他 に正 しい理 解が あ るか も しれ ない。
ω 【辟 支人 】皆令 得仏福 得 ○○○ 。
どの諸版 もこの読 み を支持 して お り、 「辟 支人 」 の意味 は不 明で あ る。
㈲ 【四大城】 持 ○○○ 金、 銀、宝物,持 用布 施,百 倍 、千倍 、万倍 、億倍 。
どの諸版 も この読 み を支持 して お り、 「四大城 」 の意味 は不 明 で あ る。 しか し、
「域 」が 誤 っ て 「城」 となっ た可 能性 もあ り
、 こ こで は 「四大 城 」 を 「四大 洲 」
の意 味 で理 解 した。 た だ し、筆 者 は 「域 」 と 「城 」 の交代 例 を まだ確 認 してい な
いo
㈲ 【持 ・持用 】〇 四大城 金、 銀、宝 物,○ ○布 施,百 倍 、千倍 、万倍 、億 倍。
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「持 」 の基本 的意 味 は 「保 つ ・持 つ」 であ る。 この意 味 で の 「持 」 は、「若布 施
者,若 ○ 道 勤力 不毀 経 戒 者,若 慈 心 念人 民 者,若 作 善 無 量 者,若 施 於 菩 薩及諸 比
丘 僧者,若 施 凡夫 及貧 窮者、 下至 禽獣 慈哀者 。」(T.24,p.1090.c,8-11)、 「若布施,
若 ○経 道,若 ○善意,為 仏 作 善,為 経 作 善,為 比 丘 僧 作 善,為 凡 人 作 善,若 為 禽
獣 作善 。」(T.24,p.1091.a,20-22)、 「為悪 自悔,○ 経戒,不 毀 。」(T.24,p.1091.
a,23-24)で あ る。 しか し、「持 」が 、手段 ・原 因 ・理 由 を意 味 す る場 合が あ り、
こ この 「持」 「持用 」 は、 その中 の手 段 の意 味で 理解 した。他 経 の例 として 『大 阿
弥 陀経 』(T.12,p.301.c,26)「 欲得 自然 万種 之物,即 皆在 前,持 用供 養 諸仏,～ 」
((彼 等 が)自 然 に(生 じる)あ らゆ る種 類 の物 を得 た い と欲 す れ ば、 なん で もす
ぐさま 目 の前 に現れ 、 それで 仏 た ち を供 養 して、～)が あ る。 また 、 『舎利 弗悔 過
経 』 中 に は 「以持」 で手 段 を意 味 す る場 合 もあ る。 「某 等 取諸 学 道以 来,所 得 福徳,
皆 集聚 合 会,○ ○好 心,施 与天 下十 方人 民、父母 、 蝸飛蠕 動之類 。」(T.24,p.109
1.a,25-28)o
cf.辛 嶋静 志 「『大 阿弥陀 経』願 文訳 」 『教 化研究 』1171997年p.142下 段
cf.松 村 巧 「『法句譬 喩経 』訳注(8)」『季刊 ア ーガマ』130号1994年p.252下 段
㈲ 【過 】 当昼夜 各 当三〇首 為十 方仏 拝言:～
HD.vol.10,p.954,b⑳ 量詞 。遍cf.『 素 問』「王版 論要 」
「三 過 」 の 「過」 を量 詞 と理 解 し、 「三 度」 と訳 した。 『舎 利 弗 悔 過 経』 で は、
他 の例 と して 「其 供 養 天下 阿 羅漢 、辟 支 仏 千歳,不 如 持`悔 過 経'昼 夜各 三 〇読
一 日
。」(T.24,p.1091.b,7-9)が あ る。
(48)【仏 】 十 方仏 巳得○,不 説 経。
こ この 「仏 」 は 「悟 り(Skt.bodhi)」 の意 味 で あ る。 この よ う な例 が 、〈法 華
経 〉 に見 られ る。
・Sα44加7〃z⑫%%罐 肋(H .Kern.B.Nanjio前 掲書p.35)
devaScanagaScasa-yaksa-r稾sas禀koti・sahasr窕atha:・:・-v稷ik禀/
yec穡ipr穩thentisamagra-bodhimsahasraSitihparip�nayesthit禀.//31//
(「夜 叉 や羅刹 達 を伴 った 、ガ ン ジス河 の砂[の 数]に 等 しい千 コーテ ィもの神々
や龍 神達 が い ます。 さ らに また、優 れ た悟 りを求 め る者 達 が お り、彼 ら八 万人 が
充満 し住 してい ます。」)
・ 『妙 法蓮 華経 』(T .9,p.6.c,4)
"諸天 龍神 等 其数 如恒沙 求 ○諸 菩薩 大数有 八万"
(「神 々 や龍 神達 は、 そ の数 ガ ン ジス河 の砂[の 数]に 等 しい。 悟 りを求 め る菩薩
達 は、大 勢 で八万 人 に及 びます。」)
な お 、 『正 法 華 経 』(T.9,p.69.a,13)で は、 下 線 部 に対 応 す る 箇 所 が 「尊 仏
道 」 とな って い る。 これ は 「仏道 」 で 「悟 り」 を示 す例 で あ る。
㈲ 【暁】無 数 諸天 ○我。
HD.vo1.5,p.832,b③ 告知使 明 白;開 導cf.『 報任 少卿 書』
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(5①【為 】当何 以願 ○得之?
ここの 「為 」や 、「使 天下 男子 、女 人皆 ○得 阿羅 漢、辟 支 仏,若 有 人供 養 天下 阿
羅漢 、辟 支仏 千歳 。」(T.24,p.1091.b,3-5)中 の 「為 」 を筆 者 は、 良 く理 解 で き
なか った。
㈱ 【学 道】 某 等取 諸○ ○以 来,所 得 福 徳,皆 集 聚合 会,以 持 好 心,施 与 天 下 十 方 人
民 、 父母、娟飛 蠕 動之類 。
HD.vo1.4,p.249,a⑦ 学習 道藝,即 学 習儒 家学 説,如 仁義礼 楽 之類。cf .『論 語』
「阻貨 幣」(春 秋 時代 末)
,『 史 記』 「仲 尼 弟 子列 伝 」(B.C.90ca.)② 学 習 道行 。指
学 仙或 学仏。cf.『 漢 書』 「張 良伝」(A.D.426ca.)
本来 「学 道」 は、儒 教 と関連 す る語彙 で あ る。 しか し仏 教伝 来 に伴 い、仏 典 に
その語彙 が踏襲 され、 そ こで は 「仏 道修 行」 を意味 す る ようにな る。
(52)【取 】某 等 ○諸 学道 以 来,所 得福 徳,皆 集 聚 合会,以 持 好 心,施 与 天 下十 方 人 民、
父母 、 蝟飛蠕 動之類 。
HD.vol.2,p.871,b⑪ 採取;選 抜cf.『 易経 』 「繋辞 下」(周 ～ 春秋 時代)
(53)【集 聚 合 会 】某 等 取 諸 学道 以 来,所 得福 徳,皆 ○○○ ○,以 持 好 心,施 与 天 下 十
方人 民、 父母 、娟飛 蠕動 之類。
【集 聚】HD.vol.11,p.801,d会 合;聚 会cf.『 易林 』 「訟 之威 」
【合 会】HD.vol.3,p.156,b② 聚 集;聚 会cf.『 韭 鉄論 』「水 旱」
㈹ 【好 心 】某 等取 諸 学 道以 来,所 得福 徳,皆 集 聚 合会,以 持○ ○,施 与 天 下 十 方人
民、 父母 、娟飛 蠕動之 類。
HD.vol.4,p.283,bO忠 心cf.『 隋書』 「列女 伝」(A.D.7Cca .)
(55)【少所】 有餘 ○○,令 某 得之 。
「少所 」 で はHD .に 採 られ てい ない。 筆者 は 「少所 」 を 厂少許 」 で理解 した。
【少許】HD.vo1.2,p.1653,b少 量cf.『 抱 朴子 』 「黄 白」(A.D.317ca.)
「所」 と 「許 」 の交代例 につ いて は
、 辛嶋 静志氏 の論稿 を参 照。
cf.辛 嶋 静志 「漢訳 仏典 の漢語 と音 写語 の問題 」(高 崎直道/木 村清 孝[編]シ リー
ズ ・東 ア ジア仏教 第5巻 『東 ア ジア社会 と仏教 文化 』春秋 社1996年)p.206
(56)【諸 未 度 者,某 当度 之 。諸 未 脱 者,某 等 当 脱 之 。諸 未 得 泥滬 者,某 等 当令 得 泥
疸 。】
同様 の表現 の一部 を以 下 に示 す。
・ 『三 曼陀跋陀羅 菩薩 経』(T .14,p.668.a,21-23)
"一切 人未 度者
,我 当度 之 。未脱 者,我 当脱 。 未般泥 滬 者,我 当令般 泥疸 。～"
(「す べ て の人 の 中で 救 済 され て い な い者 を、私 は き っ と救 済 し ます。[輪 廻 か
ら]逃 れ てい ない 者 を、私 は き っ と解 放 し ます。般 泥沍 して い な い者 を、 私 は き
っ と般泥 滬 させ ます。 ～ 」)
・ 『法 鏡経 』(T .12,p.15.b)
"未度 者
,吾 当度 之。未 脱者,吾 当脱 之 。 不安 隱者,当 慰 安(磁 隱 安,安 隱)之 。
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未滅 度 者,吾 当滅 度之 。～"
(「救 済 され て いな い者 を、私 は き っ と救 済 し ます。[輪 廻 か ら]逃 れ て い ない者
を、私 は きっ と解 放 し ます。 安 らか で ない者 を、 き っ と慰 め ます 。滅 度 してい な
い者 を、 私 はき っ と滅 度 します 。～ 」)
この様 な表現 は 「四 弘誓 願 」 に関 係 す る もので あ る。体 系 だ った 「四弘 誓願 」
の研 究 に、香 川孝雄 『浄 土教 の成立 史的研 究』 山喜 房佛書 林1993年(pp.461-475)
が あ る。
(57)【寧～ 不 】其 福 ○多○?
【寧 】HD.vol.3,p.1599,b③ 豈 不,難 道 不cf.『 左 伝 』 「成 公 二 年」(前 漢
末?)
「寧～ 」 には反語 の意味 の他 に、 「寧 ～不 」 の形 で疑 問 を表 わす場 合が あ る。
cf.神 塚 淑 子 「遊 行 経(五)注 」p.552下 段(『 現代 語 訳 「阿 含 経典 」 一長 阿含 経 』
第1巻 平河 出版社1995年)
cf.引 田 弘 道 「遊 行 経(八)注 」p.639下 段(『 現代 語 訳 「阿 含 経典 」 一長 阿 含 経』
第1巻 平河 出版社1995年)
c五 末 木 文 美 士 「典 尊 経 注」p.223上 段(『 現 代語 訳 「阿含 経典 」 一長 阿 含経 』第
2巻 平 河 出版社1997年)
(58)【持 】其 供 養 天 下 阿羅 漢、辟 支 仏 千 歳,不 如 ○`笹 過経'昼 夜 各 三過 読 一 日。cf.
注㈲
「持 」 を動 詞 と理 解 す れ ば 「記 憶 す る」 とな るが、 虚詞 の可 帯 性 もあ る。 その
場 合、 「～ 『[舎利 弗]悔 過経 』 を、昼 と夜 それ ぞれ～ 」 とな る。
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